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彙
　
　
報　
二
〇
二
二
年
一
月
〜
六
月

大

谷

学

会

◇
春
季
公
開
講
演
会

五
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
〜

 

於　

講
堂

親
鸞
の
中
動
態
的
世
界

　

—

本
願
力
回
向
と
他
利
利
他
の
深
義—

 

本
学
教
授　

井
上
尚
実

意
志
概
念
の
批
判
か
ら
再
考
さ
れ
る
行
為
、

責
任
、
罪

　
　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

 

國
分
功
一
郎

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

二
月
三
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

 

於　

響
流
館
会
議
室

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
採
用
に
つ
い
て

・
真
宗
総
合
研
究
所
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

・
国
際
仏
教
研
究
歎
異
抄
Ｗ
Ｓ
に
係
る
協
定

の
更
新
に
つ
い
て

・
そ
の
他

三
月
二
十
四
日
（
木
）
〜
二
十
九
日
（
火
）

 

書
面
会
議

・
一
般
研
究
（
予
備
研
究
）
の
採
択
基
準
の

改
正
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研
究
」

の
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
一
般
研
究
（
予
備
研
究
）

の
審
査
に
つ
い
て

五
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
研
究
所
報
「
研
究
交
流
」
に
つ
い
て

・
そ
の
他真

宗

学

会

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
四
号
発
行

 

（
一
月
十
五
日
）

〈
目
次
〉

「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
の
考
察—

特
に

「
獲
得
名
号
」
の
因
果
を
巡
っ
て—

 

山
田
恵
文

「
行
信
論
」
再
考—

信
珠
院
順
藝
と
曽
我
量
深

を
通
し
て—

 

光
川
眞
翔

真
宗
学
と
は
何
か—

如
来
の
呼
び
か
け
を
聞

く
学
び—

 

一
楽　

真

実
践
真
宗
学
の
姿
勢—

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と
臨

床
宗
教
師
の
実
際—

 

鍋
島
直
樹

言
の
仏
教
学—

願
生
論
（
十
九
）—

 

安
田
理
深

大
乗
仏
教
の
歩
み—

親
鸞
の
眼
を
通
し
て—

　

龍
樹
② 

木
越　

康

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
五
号
発
行

 

（
三
月
十
五
日
）

〈
目
次
〉

隆
寛
律
師
『
具
三
心
義
』
読
解
（
上
）

　

—

初
段
「
総
明
三
心
義
」
を
読
む—

 

木
越　

康

浄
土
が
〈
あ
る
〉
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

　

—

田
辺
元
と
竹
内
義
範
を
手
が
か
り
に—

 

浦
井　

聡

仏
性
へ
の
論
及
の
背
景
に
あ
る
親
鸞
の
複
合

的
意
図 

和
田
良
世

「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
の
再
検
討
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山
田
恵
文

愚
か
さ
に
つ
い
て 

四
方
田
犬
彦

言
葉
よ
り
生
ま
れ
た
る
自
己

　

—
願
生
論
（
二
十
）—

 

安
田
理
深

大
乗
の
仏
弟
子—

天
親　

親
鸞
と
天
親
①

　

願
生
浄
土—
仏
弟
子
と
し
て

 

加
来
雄
之

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会
並
び
に
総
会

五
月
十
七
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
四
教
室

親
鸞
に
学
ぶ 

本
学
准
教
授　

藤
原
正
寿

仏

教

学

会

◇
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
四
日
（
金
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
三
〇
三
教
室

発
表
会
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。
な
お
、

例
年
開
催
し
て
い
た
送
別
懇
談
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
し
た
。

◇
研
究
発
表
例
会

一
月
十
八
日
（
火
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

　

於　

響
流
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

世
親
の
法
滅
観
と
そ
の
典
拠

 

本
学
講
師　

上
野
牧
生

毘
沙
門
天
変
容
の
過
程

 

本
学
教
授　

ダ
シ
ュ
シ
ョ
バ
ラ
ニ

哲

学

会

◇
『
哲
學
論
集
』
第
六
十
八
号
発
行

 

（
二
月
二
十
八
日
）

〈
目
次
〉

生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
苦
し
み
か
ら
自
由

で
あ
り
ま
す
よ
う
に—

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ア
ー
哲
学
か
ら
見
る
「
地
獄
」

 

鳥
越
覚
生

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
ヨ
ブ
記
解
釈 

根
無
一
行

個
人
、
生
活
戦
略
、
共
同
性 

齋
藤
雅
哉

「
ケ
ア
す
る
こ
と
」
を
基
軸
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
む
け
た
一
考
察

 

大
原
ゆ
い

◇
春
季
研
究
大
会

三
月
九
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（zoom

）
を

 
活
用
し
て
実
施

現
代
日
本
の
葬
送
儀
礼
に
関
す
る
宗
教
社
会

学
的
研
究

　

—

僧
侶
介
在
の
意
味
に
注
目
し
て

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年

 

磯
部
美
紀

◇
二
〇
二
二
年
度
総
会
及
び

 

『
哲
學
論
集
』
第
六
十
八
号
合
評
会

六
月
一
日
（
水
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（zoom

）
を

 

活
用
し
て
実
施

論
文
合
評

「
ケ
ア
す
る
こ
と
」
を
基
軸
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
む
け
た
一
考
察

 

大
原
ゆ
い

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
一
月
例
会

一
月
二
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
一
教
室

東
西
本
願
寺
正
嫡
論
争
の
一
考
察

 

川
端
泰
幸

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
三
月
例
会

三
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
一
教
室
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五
月
一
日
経
の
勘
経
に
つ
い
て

 

宮
﨑
健
司

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
六
月
例
会

六
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
一
教
室

修
士
論
文
構
想
報
告 

井
上　

誓

 

儀
賀
太
希

文

藝

学

会

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
八
号
発
行

 

（
三
月
Ａ
５
判
六
十
六
頁
）

〈
目
次
〉

平
安
期
歌
学
に
お
け
る
古
語
注
釈
と
和
歌
起

源
説—

歌
語
「
あ
し
ひ
き
」
の
起
源
説
を

端
緒
に—

 

鎌
田
智
恵

『
扶
桑
略
記
』
の
他
国
観—

隋
、
唐
、
宋
の
記

事
を
中
心
と
し
て—

 

佐
藤
愛
弓

《
公
開
講
演
会
・
筆
録
》

日
本
近
世
に
お
け
る
中
国
文
論
の
受
容—

詩

話
を
中
心
に—

 

和
田
英
信

国
語
教
育
学
会

◇
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

一
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

四
号
館
四
一
〇
二
教
室

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
指
導
法—

「
あ
っ

た
ら
い
い
な
こ
ん
な
も
の
」
を
手
が
か
り

に
し
て—

 

石
田　

匠

よ
り
良
い
感
想
文
を
書
く
た
め
の
授
業—

「
一
つ
の
花
」
の
実
践
を
手
が
か
り
に—
 

岡
本　

慧

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
す
授
業—

「
か
ん
字
の
は
な
し
」
の
実
践
を
手
が
か
り

に
し
て—

 

中
村　

侑

「
や
ま
な
し
」
の
指
導
法—

教
育
実
習
で
の
実

践
を
基
に—

 

新
部
愛
莉

説
明
的
文
章
の
指
導
法—

「
く
ち
ば
し
」
の

実
践
を
中
心
に—

 

松
本
咲
千
花

物
語
教
材
の
指
導
法—

「
ス
イ
ミ
ー
」
の
実

践
を
手
が
か
り
に
し
て—

 

村
中
洸
太

物
語
教
材
に
お
け
る
音
読
の
指
導
法—

「
や

く
そ
く
」
を
中
心
と
し
て—

 

山
元
晶
絵

◇
『
大
谷
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
九
号
発
行

 

（
二
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

第
一
部　

研
究
論
文

立
松
和
平
『
海
の
命
』
読
解
試
論—

『
川
の
い

の
ち
』
を
補
助
線
と
し
て
、
学
習
者
の
疑

問
を
解
決
す
る—

 

内
田　

剛

他
者
性
を
意
識
し
た
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」
の
指
導—

国
語
科
と
特
別
活
動
の
学

習
を
中
心
に—

 

高
橋
由
衣

第
二
部　

二
〇
二
一
年
度

 

卒
業
論
文
発
表
会
・
卒
業
論
文

二
〇
二
一
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
報
告

二
〇
二
一
年
度
卒
業
論
文
七
編
（
題
目
・
氏

名
は
前
記
の
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
参
照
）

初
等
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
初
等
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

 

第
四
号
発
行
（
三
月
一
日
）

〈
目
次
〉

「
共
通
教
材
」
の
指
導
に
つ
い
て

 

市
川
郁
子

特
別
支
援
学
校
の
教
育
課
程
と
各
教
科
等
を
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合
わ
せ
た
指
導
に
関
す
る
一
考
察—

作
業

学
習
指
導
案
の
分
析
か
ら—

 

井
上
和
久

 

大
久
保
圭
子

四
年
間
の
初
等
科
教
育
法
（
理
科
）
の
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題 

谷　

哲
弥

発
達
障
害
等
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
を
育
て

る
保
護
者
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る

一
考
察—

保
護
者
の
思
い
と
支
援
者
の
関

わ
り
か
ら—

 
大
久
保
圭
子

 
井
上
和
久

会
則

乳
幼
児
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
乳
幼
児
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

 

第
二
号
発
行
（
三
月
十
八
日
）

〈
目
次
〉

保
育
の
振
り
返
り
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
の
検
討—

保
育
の
質
の
向
上
へ
の
影
響

に
つ
い
て—

 

近
江　

望

児
童
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
の
本
質
に
迫
る

　

〜
時
代
が
見
つ
め
る
「
児
童
虐
待
と
ネ
グ

レ
ク
ト
」
か
ら
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

の
一
考
察
〜 

木
塚
勝
豊

保
育
・
教
育
者
が
ム
ス
リ
ム
子
育
て
家
庭
に

対
し
て
で
き
る
こ
と—

保
育
・
教
育
者
養

成
校
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り—

 

安
田
誠
人

 

中　

典
子

 

小
宅
理
沙

 

上
續
宏
道

保
育
現
場
体
験
が
保
育
実
習
・
教
育
実
習
へ

の
不
安
と
期
待
に
与
え
る
影
響

 

渡
邉
大
介

 

西
村
美
紀

 

冨
岡
量
秀

 

川
北
典
子


